
「国 家 百 年 の 計 Jｖｓr国 民 百 年 の 計 」 2023年 09月 12日　 坪 井 伸 広

吉 原 さ ん から 原 発 稼働 に関 連 し 「国 家 百 年 の計 」欠 如 のメ イル があ り、

「国 家 百 年 の計」と は何 か を考 え させ ら れた。そ の当 面 の回 答 で す。

１．い ま 日 本 で、「百 年 の 計 」を た て る とし た ら 、ど の よ う な 手 続 き に な るか

国 会 立 法 ⇒内 閣 府「百 年 委 員 会 」設 置・担 当 大 臣 任 命 ⇒百 年 委 員 会「分 野 審 議 会 」設 置

⇒「分 野 答 申 」作 成 ⇒百 年 委 員 会 「総 合 答 申 」作 成 ⇒国 会 「百 年 の 計 」立 法 ⇒百 年

委 員 会 で「百 年 の 計 」実 施 要 綱 策 定　 ・メ ンバ ー：［百 年 委 員 会 ］首相 、有 識 者 、国 会 議 員。

［審 議 会 ］有識 者、官 僚 補 佐 役　 ・こ の間 に 公 聴 会 開 催 ．各 政 党 内 委 員 会 、世 論 調 査 な ど。

２．上 記 の 成 果 は「国 家 百 年 の計 」と 名 付 け ら れ るで し よ

・無 条 件 に納 得 し て、私 の「希 望 の 光 」と す る

う。あ な た は ど う受 け 止 め ま す か

・内 容 の如 何 に よ る：内 容 が 良 くて も、財 政再 建 と同 じ。達 成 に期 待 で きず、傍 観無 視 す る

・そ もそ も信 頼 のない 政府 のや るこ と であ り、頭 から 否 定 し、か ら かい の対 象 と す る

●根 底 に政 府 不信 があ り、納 得 し ない 者 が多 い だ ろ う。（政 府 不 信 は日 本 だ け で は ない）

３．西 欧諸 国 に共 通 の政 府 不 信 ＜Ｄ.Ｖ.レ イブ ル ッ ク「選 挙 制 を疑 う」法 大 出 版 局 2019年 ＞

・「現在 、民 主 政 の理 念 で あ る民主 主 義 に は奇妙 な現 象 が みら れ る。誰 もが民 主 主 義 を希 求

して い る よ うに見 え る の に、誰 もそ れを 信 じ てい ない 。」（『選挙制 を疑 うJp.3』

・「ＥＵ研 究 機関 ユ ーロ バ ロ メ ータ ー2012年 調 査。市 民 の ＥＵへ の信 頼 33％（2004年 は

50％）、加 盟 国 の議 会 と政 府 へ の信 頼 28％、27％」（要 旨。同 ｐ.5）

●民 主 主 義 諸 国 は深刻 な 「民 主 主 義 疲 れ症 候群 」に 罹 患し てい る（同 ｐ
ｊ８１

４．政 府 不 信 の 根 底 にあ る も の は何 か

･民 主 政 ＜熟 議 を欠 ＜国 会 と政 府 ＞へ の妄 信 と経 済 ･社 会 の テ ク ノ ク ラ ート 依 存（効 率 重 視 ）

●厳 密 に言 え ば、「（不信 の）責 任 は選 挙 型 代 議 制 民 主 主 義 に あ る」（同 p.40）

・選 挙 原 理 主 義 が病 巣 。「選 挙 原 理 主 義 と は、選 挙 の な い 民 主 主 義 な ど考 え ら れ ず、民 主 主

義 は選挙 を必 要不可 欠 の条件 とす る、こ と へ の揺 ぎ な き信 仰 で あ る。」（同ｐ.42）

初 期 選 挙 ：制 限 選 挙（国 民 の一 握 りの層 ）、世 襲 貴 族 政 に か わ る非 世 襲 貴族 政 （ル ソ ー）

そ の後 選 挙権 拡 大 に よって普 通 選 挙 が 実現 さ れて、選 挙原 理 主 義 が蔓延 し た。

現代 選 挙：政 党 ・利 権 ・再 選 あ り き に れが被 選 出 代 議 員 の熟議 と良 心 を 拘 束 す る）、代

議 員 は非 一 般 市 民 ・政 治家 、普 通 選 挙 に な っ て も非 世 襲 貴 族 政 の 実 態 は変 わ ら ず

・「人民 の た め の人 民 に よ る政 府 」で は な く 「党 の た め の政 治家 に よ る政 府 」が 実 態

○民 主 政 と は主 権 在 民 、熟 議 の政 治 体 制 ＜選 挙 制 の み が そ の証 ？　ほ か に は ない の か !!＞

熟議 の ない 国 会 を 廃 止 、世論 調 査（無 作 為 抽 出 ）の民 意 を ベ ース に 政 治 を す れ ば よい 。

し かし 、世 論調 査 に も 熟 議 が ない　 ⇒　世 論 調 査 十熟 議 ＝　？？？

１



５．民 主 主 義 の 歴 史 ＜抽 選 制 が 民 主 政 的 、選 挙 制 は 貴 族 政 的 と 言 わ れ た 時 代 が あ っ た ＞

・16世 紀 ま で〈Ｄ.Ｖ.レ イ ブ ル ッ ク 「選 挙 制 を 疑 う 」〉＞

古 代 ア テ ナ イ 民 主 主 義 で は 抽 選 型 民 主 主 義 （主 に ）と 選 挙 （補 完 ）が 併 用 さ れ た

ル ネ ッ サ ン ス 期 ヴ ェ ネ チ ア 、フ ィ レ ン ツ ェ は 抽 選 型 執 政 政 だ か ら こ そ 長 期 に 繁 栄

・民 主 主 義 を 論 じ た 18世 紀 政 治 哲 学 書

「『法 の 精 神 』（モ ン テ ス キ ュ ー1748）と 「社 会 契 約 論 」（ル ソ ー1762）は 主 張 に 大 差 。が 以

下 で 一 致 。抽 選 制 は 選 挙 制 に 比 べ 民 主 主 義 的 で 、そ の 併 用 が 望 ま し い 。」（要 旨 同 ｐ.83）

・ア メ リ カ 革 命 （1775~83年 ）、フ ラ ン ス 革 命 （1789年 ）

「民 主 主 義 革 命 と い わ れ る が ､制 憲 過 程 で 革 命 指 導 者 新 興 ブ ル ジ ョ ア ジ ーは 、当 時 最 も 民

主 主 義 的 と さ れ て い た 抽 選 制 で は な く 、貴 族 政 的 と い わ れ て い た 選 挙 制 を 採 用 」（p.86）。

・「革 命 指 導 者 は 抽 選 制 を 採 用 で き な か っ た の で は な く 、採 用 す る 気 が な か っ た 。実 務 上 の

理 由 か ら で は な く 彼 ら に と っ て 抽 選 制 は 望 ま し く な か っ た の で あ る 。」（要 旨 。p.86）

●当 時 は 抽 選 制 こ そ 民 主 主 義 的 と 考 え ら れ た 時 代 。し か し 、「フ ラ ン ス 革 命 や ア メ リ カ 革 命

の 指 導 者 は 共 和 主 義 者 で は あ っ て も 、民 主 主 義 型 の 共 和 主 義 者 で は な か っ た 。人 民 に 権 力

の 手 綱 を 握 ら せ れ ば ロ ク な こ と に な ら ず と し て 、み ず か ら 手 綱 を 握 っ た 。」（要 旨 。p.89）

・制 限 選 挙 と し て 始 ま っ た が 、次 第 に 選 挙 権 を 拡 大 し て 普 通 選 挙 ･民 主 政 の 色 合 い を 装 っ て

「選 挙 原 理 主 義 」を 蔓 延 さ せ 、選 挙 型 代 議 制 ＝貴 族 政 の 本 質 を 覆 い 隠 し て き た 。

○現 代 政 治 学 会 で の 議 論 と 関 心 事

「選 挙 制 は 政 治 の 化 石 燃 料 で 、経 済 に お け る 石 油 と 同 様 、民 主 主 義 を 大 き く 推 進 し た 」

（ｐ.60）。こ の 間 民 主 政 は 選 挙 制 度 、政 党 制 度 、情 報 公 開 に 努 め て き た が 、も は や 改 革 は

限 界 に あ り 、い つ ま で も［選 挙 制 に 固 執 し つ づ け れ ば 、民 主 主 義 を 自 滅 の 道 へ 追 い 込 も う ］

（ｐ.60）。民 主 政 は 、当 面 、抽 選 型 （偶 然 型 ）民 主 主 義 に よ っ て 選 挙 型 代 議 制 民 主 主 義 の

欠 陥 を 補 完 し つ つ 、い ず れ は 抽 選 型 代 議 制 民 主 主 義 へ 一 元 化 さ れ る の か 。
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○す で に西 欧、ア イ ス ラ ンド 、カ ナ ダ （ＢＣ、ＯＮ州 ）で 試 験 的 に 実 施 し た経 験 あ り。

６．日 本 の 政 体 の 未 来 一 こ の 50年 の う ち に 実 現 す る か も し れ な い !!＜希 望
、努

力 目 標 ＞

・司 法 で 抽 選 制 (裁 判 員 裁 判
、検

察 審 査 会 )を 容 認 し な が ら
、立

法 で は 駄 目 の 論 理 は 不 条 理
。
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・世 論 調 査 、国 民 投 票 は 熟 議 な し 。　裁 判 員 裁 判 や 検 察 審 査 会 は熟 議 を 尽 く す。

・当 面 、参 議 院 を 抽 選 院 に、熟 議 型 民 主 主 義 で 選 挙 型 代 議 制 民 主 主 義 の欠 陥 を 補 完 す る。

・選 挙 区 単 位 に抽 選 で 代 議 員 を 選 出。任 期 3~4年 、再 選 不 可 。全 体 の 1/3あ るい は 1/4の

代 議 員 を毎 年 入 替 え。熟 議 の 場 と補 佐 ス タ ッ フ を 政 府 が 提 供 。抽 選 院 は 立 法 権 と衆 議 院 議

決 案 件 へ の拒 否 権 を有 し 、２回 拒 否 さ れ た衆 議 院 の 案 件 は廃 案 とす る。

･選 挙 の ない 抽 選 代 議 員 は、熟 議 と良 心 に 従 っ て 自 由 に、国 民 と日 本 の 将来 を 考 え ら れ る。

○抽 選型 代議 制 議 会 が策定 す る「百 年 の計亅 こ そ、「国 民百 年 の計」に ふ さ わ しい
！
寸

ｌ
ｅ

○参 議 院 を 抽 選 院 に 改 組 す る 政 治 改 革 提 案 は 「国 民 百 年 の 計 」の 核 と な ろ う !!
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